
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年４月より各種人間ドックのオプション検査にトモシンセシス

（３D マンモグラフィ）検査を選択できるようになります。 

撮影方法 

1 回の圧迫でトモシンセシスを撮

影し、続けて通常のマンモグラフ

ィの撮影を行う為圧迫回数が増え

ることはありません。 

※圧迫時間は１０～１５秒程度 

被ばく 

通常のマンモグラフィに追加しト

モシンセシスを撮影しても、乳がん

検診で定められている基準値を超

えることはありませんので、安心し

て受診していただけます。 

トモシンセシス（３D マンモグラフィ）とは 

通常の画像 

トモシンセシス画像 

左は従来のマンモグラフィのイメージです。 

通常のマンモグラフィは乳房の厚みを均等に伸ばし圧迫しながら撮影し

ます。数 cm の厚さがあるため、乳腺濃度によっては乳腺が重なって見

え、病変部分が診断しづらいことがあります。 

 

トモシンセシスでは X 線管球を動かしながら撮影することで断層画像が作成され、乳腺濃

度に関係なく乳腺の重なりが少ない画像が得られ、病変の観察がしやすくなります。 

＊日本人の約４割が高濃度乳腺といわれ、乳腺濃度の高い方にはより効果的な撮影法です。 

 

トモシンセシスとは、Tomography（断層撮影）と Synthesis（合成）の造語です。 

１回の撮影で 1ｍｍ程度にスライスした断層画像が得られる技術のことで、トモシンセシスを取り入れる 

ことにより、診断のしにくい石灰化や乳腺の重なりに隠れていた腫瘤が見つけやすくなります。 

通常のマンモグラフィに追加して撮影することで病変の発見を向上させることができます。 

 

 

健康管理センター 

オプション検査料金は、３D マンモグラフィ（視触診含む）8,800 円（税込）です。 


